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舞台芸術研究プロジェクト研究目的に関しては、本誌第三号
八八ページから八九ページを参照願いたい。 なお、 二〇〇九年度は、教学に関して大きな変化があり、従来からある北翔大学短期大学部人間総合学科舞台芸術系に加えて 北翔大学生涯学習システム学部芸術メディア学科に舞台芸術コースが設置された。舞台芸術に関する部分では両学科の学生を区別することなく、 「 舞台芸術」として活動することとなった。芸術メディア学科では、〇九年度に関しては、二年次から正式なコース分けとなるが、一〇名程の学生が舞台芸術コースを希望し既に活動してい 。
今号では、最初に舞台芸術研究プロジェクトおよび北翔舞台
芸術の二〇〇九 一月から一二月ま の実践活動を簡単に報告する。次に五月に帯広で二日間にわたって行った高文連十勝支部演劇ゼミナール（ワークショップ） ついて簡単に総括したい 最後に卒業公演について報告するとともに、今後の公演形態につて考えていきたい。
舞台芸術研究プロジェクトおよび北翔舞台芸術の活動記録二〇〇九年一月
　
・高文連石狩支部演劇専門部
　
冬期ワークショップ（五日、
六日、一〇日、一一日。舞台芸術研究プロジェクト共催）
表現ワークショップやドラマづくりワークショップを通
して四班に分けて短い創作芝居を作った。六〇名程度の生徒の参加。
このワークショップを受けて高文連石狩支部演劇専門部
では、一七日、一八日に元青年劇場の越智優氏を講師として呼び、教育文化会館で越智氏による稽古、上演、講評及び劇作の講習会を行った。・ジュリアーノ・チャンネッラ追悼演奏会（一〇日。舞台芸術研究プロジェクト主催）
二〇〇八年に亡くなったジュリアーノ・チャンネ ラ氏
の追悼演奏会。氏は二〇〇二年から〇五年まで地域音楽活動研究プロジェクトの一環として来校 学生の指導等に貢献していただいた
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二月
	
・泉慈恵先生を追悼する会（二一日、二二日。舞台芸術研究プロジェクト共催）
二〇〇八年に亡くなられた泉先生を追悼する会。先生の
代表作「わが指のオーケストラ」を清田高校の生徒を中心に上演。舞台設営、照明、音響のセッティング等、学生も関わった。
三月
　
・北翔大学短期大学部人間総合学科舞台芸術系第四期生卒業・オープンキャンパス（二八日。パル六F前日設営、当日照明・音響オペレート）
四月
　
・北翔大学短期大学部人間総合学科舞台芸術系第六期生入学・北翔大学生涯学習システム学部芸術メディア学科舞台芸術コース第一期生入
今年度より、北翔大学生涯学習システム学部芸術メディ
ア学科に舞台芸術コースが設置された。人間総合学科と芸術メディア学科を強く連携させる。舞台芸術の専門科目に関しては、他学部・他 科履修の手続きを簡略化し、最初の二年間は両 生ともほぼ同じ科目を受講できるよう した。大学三年目以降は自らの専門をはっきりさせ、専門演習や卒業研究を中心に学ぶことになる。芸術メディア学科には美術、音楽、メディアデザイン（コンピューターグラフィックスの分野で自在に情報をデザイン化し、世の中に
発信していくためのビジュアルコミュニケーションの手段を自分の技術として獲得させ、ウェブデザイナー、CGデザイナー、映像ディレクター、3D ーティストなどを養成している 【本学ホームページより抜粋】 ） 、 服飾美術、 スペースデザイン（インテリアデザインやコーディネート、ユニバーサル製品・ 製品等のデザインを学び、 建築士・インテリコーディネーター・空間デザイナ などを養成している【同】 ）の各コ スがあり、舞台芸術の学生も必要に応じ 履修が可能であり、バックステージスタッフをめざす学生には格段と選択肢が広がった。
五月
　
・第三回西札幌高校生
　
合同演劇ワークショップ。
（四月一八日、 、二五日、二六日、二九日、五月二日、六日、九日、一〇日、一六日、一七日、二二日 二三日。舞台芸術研究プロジェクト共催）詳細は藤本先生、木川田先生の報告を参照（P９２及びP９５） 。・高文連十勝支部演劇ゼミナール（六日、七日。帯広。舞台芸術研究プロジェクト共催）後述。・中間公演
　
ニール・サイモン作「思い出のブライトンビー
チ」 （一五日、一六日。ポル ホール）・オープンキャンパス（二三 ）
　
パル六F前日設営、当
日照明・音響オペレート。
六月
　
・富良野自主研修旅行（二一日、二二日） 。
　
旭山動物園、
富良野ワイン工場等見学。 富良野演劇工場で倉本聰作 「歸國」
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観劇。・オープンキャンパス（二七日）
　
パル六F前日設営、当
日照明・音響オペレート。
七月
　
・東京研修（一六日～一九日） 。
歌舞伎の鑑賞「社会人のための歌舞伎教室」 、 劇団四季「春
の目覚め」 、新国立 場小劇場「鵺」を鑑賞。国立能楽堂、国立劇場、新国立劇場、 団四季自由劇場のバックステージツアーを行った。・オープンキャンパス（二五日、二六日） 。
　
パル六F前
日設営、当日照明・音響オペレート。
八月
　
・学祭 （二日）
　
パル六F前日設営、 当日照明 ・ 音響オペレー
ト。・一年目試演会。古城十忍作 「ONとOFFのセレナーデ」
（二日。パル六F、学祭にて） 。
九月
　
・オープンキャンパス 二七日）
　
パル六F前日設営、当
日照明・音響オペレート。
十月
　
・二年目試演会。井上ひさし作「化粧」 （一〇日、一一日。札幌のラグリグラ劇場にて） 。・朗読コンテスト（三一日。ポル ホール）
今年は本学のエクステンションセンターが企画した公開
講座の一つとして、生涯学習システム学部の企画として行われた。が、第一回と銘打ち、来年度からは舞台芸術研究プロジェクトの企画の一つにする予定である 中学生 高
校生を対象としたコンテストである。できれば、ステージを使い、照明・音響を効果的に取り入れた朗読コンテ トにしたいと考えている。
一一月・えべつ風呂敷コンテスト（二八日。セラミックアートセ
ンター）
短期大学部人間総合学科のビジネス系と服飾美術系を中
心に行っているイベントで、今年で三回目であった。昨年から江別のセラミックアー センターのロビー 行 ている。設営は昨年より素早くできた。やはり、実践経験が学生を育てると思えた。
一二月・オープンキャンパス（一二日）
　
パル六F前日設営、当
日照明・音響オペレート。・卒業公演
　
イプセン作「人形の家」 （一八日、一九日。ポ
ルトホール）
人間総合学科舞台芸術系五期生の卒業公演である。芸術
メディア学科の舞台芸術コースを含めた一年生も参加した。特筆すべきことは、服飾美 の学生が本格的に衣装を制作してくれたことだろう。何年も前から構想してはいたが実現していなかった。その効果は絶大であった。今回 ほとんど突貫で、短期間で制作してくれた。今後はもっと余裕のある日程で行えるよう、台本の決定等準備 早めたい思っている。・第一回
　
演劇をこころざす人々のための劇つくり研修会
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（二二日、ポルトホール。舞台芸術研究プロジェクト主催）
従来より、演劇部顧問の方々を対象とした研修会を行い
たいと考えていたが、演劇部顧問以外も含めて企画。札幌厚別高等学校の協力を得て、 「響く」を上演し もらい、終了後演出視点・方法等を変えることによってどのように見え方が変わるか いう研修 行った。
割と急に決めた企画だったために、ホールの空き状況と
我々のスケジュールの関係で、平日の夜開催に。研修時間があまりとれなかったことが残念である。来年度以降は、情宣も含めてより充実させたい。
高文連十勝支部演劇ゼミナール
五月六日、七日の二日間、帯広市民文化ホールにて行った。従
来、演技者としてのワークショップと照明・音響等の技術講習会を別々に行っていたようだ。しかし、今回はその二つを合わせた形のワークショップを、と依頼された。
ホールの機構を十分に使ってのワークショップの構築は、舞台
芸術研究プロジェクトの重要な研究課題である。 までの成果を実践する場として取り組んだ。
ワークショップの目的は、①照明・音響を効果的に使うことによって表現が豊かになるこ
とを体験する。
②表現方法は様々な方法があり、発想すること自体に制限はな
く、だからこそ本を読み込み、演出意図を理解することが大切であることを学ぶ、である。
最終的には参加生徒を三チームに分け、リーディングを行うこ
とにした。
一日目の午前中は、大ホールのステージで身体表現にかかわる
ワークショップを全員参加でおこなった（アイスブレーキング・チームビルディング、正しい姿勢 リラクゼーション、腹式呼吸、体幹の強化、発声などの基本） 。ワークショップ終了後参加生徒を三チームに分け、キャスト、スタッフを決めた。同時に小ホールでは午後 ワークショップ ための仕込みを行 。
午後は、北翔大学の学生によるリーディングを見てもらった。
最初は照明・音響効果を使わないパターンを。次に照明・音響効果を使ったパターンを。
その後、リーディングの冒頭 シーンを利用して、照明の入り
方、音響の入れ方など 変えたものを観てもらい、どのよう 印象が変わるか 体験してもらった ただし、表現の意図の解説は行わないで、あくまでも参加生徒たちがどう感じるかということに重点を置いた。午後の後半はチームごとに分かれ 稽古等。
二日目は、仕込み時に照明・音響の技術講習を行ってもらい、
午後はテクニカルリハーサル、そして発表という流れだった。
生徒たちの感想としては、 「高度すぎる」というものから「リー
ディングではなく芝居を作りたかった」などの声が上がっ 。
演劇初心者の一年生から（入学して一か月！）二年間芝居をし
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てきた三年生まで、演劇に対する興味・関心・経験が異なり、しかも役者希望の 徒とスタッフ希望の生徒が混在する中で、焦点がボケてしまった は否めないだろう。また、照明・音響を取り入れるということになれば、当然仕込みに時間がかかり、技術講習会との初めての合同ワークショップということもあり、ホールスタッフ ワークショップ イメージが異なってい 点もあり（結果的には打ち合わせが不十分であった） 、空いている生徒が出てしまった点は反省しなければならない。
終わってみれば、こちらのイメージしていたワークショップの
狙いと十勝支部のリクエスト の齟齬も感じ、もう少し突っ込んだ打ち合わせが必要だったような気がする。
こちらの狙いは、簡単に述べると、 「チームビルディングを含
めた身体表現を通してアイ ブレーキング行い、その後 照明・音響を利用した『表現の多様性』を感じてもら 実際にリーディングで体験する」 と うものであった。興味・関心・経験 違う個々の生徒にしてみれば、自分の興味・関心に触れる時間が短い いう印象を受けたかもしれない。そういう意味で 少なく も二日目以降は役者希望者とスタッフ希望者を分ける等々、多 の工夫改善が必要である。
乱暴に言えば、演劇のワークショップを行う場合その狙いは、
「演劇に興味を持ってもらう」 、 「基本的技術を学ぶ」 、 「基本的表現を学ぶ」 、 「より高度な技術を学ぶ」 、 「より高度な表現を模索す 」などに分けられる。これら 狙いを総合的に扱う短時間のワーク
卒業公演　イプセン作「人形の家」（2009.12.18-19）
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ショップの構築の道のりは、まだまだ長いと言わざるを得ない。卒業公演に関して
舞台芸術研究プロジェクトと直接かかわることではないが、簡
単に述べたい。
前述したように、初めて北翔服飾美術の学生が制作した衣装で
公演を行った （一部の衣装ではあるが） 。本当に素晴らしい出来で、演技にも良い影響を与えた。本学には他に美術、音楽、メディアデザイン、空間デザインなどを学ん いる学生がいて、それらの学生と舞台芸術の学生がコラボレーションしたときの教育的効果の高さ、公 の質の向上を予感させるものであっ 。予算や時間などクリアしなければならない問題も多いが、 き だけ互 に良い影響を与えられるよう、コラボレーションを進めていきたい
「人形の家」　リンデ夫人 「人形の家」　ノーラ
「人形の家」　ノーラとヘルメル
